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instability test ICて内反ストレステスト，ラック 7 ン
テスト， Nテストが陽性であった．引き続き施行した
























































































































































































































































































































ossifying品bromaof the long bonesは， 1966年の
Kempsonの腔骨発生例の報告に始まる良性骨線維性
病変である．今回我々は，鹿骨IC発生した ossifying
fibromaと診断した 1症例を経験したので報告する．
症例： 11才男性．主訴：左下腿部痛，現病歴・左下腿
前面を打撲し落痛出現．近医よりレ線上異常陰影指摘
され当科初診．初診時所見：左下腿前面lζ軽度の腫張
と圧痛を認める．単純レ線で•（i，左腫骨々幹部IC2 ケ
所，皮質内に多房性骨線維性病変をみた.CT像でも
病変部は皮質内IC限局していた．組織所見では線維性
組織中IC骨芽細胞に縁どりされた Wovenboneがみ
られた．以上の症例に，レ線上の腫蕩周囲の骨硬化像
部分を含めた掻聴と骨移植を行った．現在，術後6週
で経過観察中である．
